























































































































































































































































































































































































































































































































































































12. 久 保 美 紀（1995）「 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク に お け る
Empowerment概念の検討―powerとの関連を中心に」
『ソーシャルワーク研究』Vol.21，No.2, p21-27.
13. Keigher-Sharon, M.（2000） Emerging Issues in Mental ‐
Retardation：Self -De-Termination versus Self – Interest．



































































































viii エ ン パ ワ メ ン ト と は、「 社 会 的 存 在 で あ る ク ラ イ エ
ントが社会関係の中で正当な社会的役割を遂行し自己決
定権を行使していくべく、力（個人的、社会的、政治的、
経済的）を獲得することを目的とした援助実践の過程で
あり、それは個人レベル、社会レベルの変化をもたらす」
（久保：1995）ことである。
